
第８学年１組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

 

日 時 令和７年１２月５日（金）５校時 

場 所 島根大学教育学部附属義務教育学校 

後期課程 技術室 

授業者 岩橋 正博 

 

１．題材名 内容「Ｃ エネルギー変換の技術」 

      “身近な生活や社会の困った”をエネルギー変換の技術で解決しよう 

～ターゲットを明確にした電気自動車のモデルを開発しよう～ 
 

２．題材の目標 

 エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ、自分の身近な生活や社会における実践的・体験的な

活動を通して、生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての基礎的な理解を図り、そ

れらに係る技能を身に付け、エネルギー変換の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深め

るとともに、生活や社会の中からエネルギー変換の技術に関わる問題を見いだして課題を設定し解決

する力、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて適切かつ誠実にエネルギー変換の技術を工夫

し創造しようとする実践的な態度を育成する。 
 

３．題材の評価規準 

知識・技能 思考、判断、表現 主体的に学習に取り組む態度 

身近な生活や社会で利用され

ているエネルギー変換の技術に

ついての科学的な原理・法則や

基礎的な技術の仕組み、保守点

検の必要性及び、エネルギー変

換の技術と生活や社会、環境と

の関わりについて理解している

とともに、安全・適切な製作、実

装、点検及び調整等ができる技

能を身に付けている。 

身近な生活や社会の中からエ

ネルギー変換の技術に関わる問

題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改

善し、表現するなどして課題を

解決する力を身に付けていると

ともに、安全な社会の構築を目

指してエネルギー変換の技術を

評価し、適切に選択、管理・運用、

改良、応用する力を身に付けて

いる。 

よりよい生活の実現や安全な

社会の構築に向けて、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振

り返って改善したりして、エネ

ルギー変換の技術を工夫し創造

しようとしている。 

 

３．題材の設定の理由 

（１）生徒観 

本学級は 30名の学級である。授業者の説明を素直に聞き、グループやペアでの問題解決に取り組む

活動では、取り組むべき課題に対して協力的に活動を進めることができている。また、お互いの存在を

大切にする暖かい雰囲気で学習に取り組むことができている。 

本時までの学習において、身の回りにある電気エネルギーを活用した製品の存在に気づく学習活動

を通して、これまで身の回りにあるのが当たり前すぎて、あまり意識してこなかった電気エネルギーを



活用した製品の多さに驚いた生徒も多い。そして、これらの電気製品に必要な電気を作り出している発

電方法についても様々なメリットやデメリットがあることを知り、将来の日本の電気エネルギーにつ

いて考える時間を通して、エネルギー変換の技術についてこれまでより興味が高まった生徒が増えた

段階である。 

（２）題材観 

 本題材は、平成 29年告示中学校学習指導要領における内容「Ｃ エネルギー変換の技術」「（1）生活

や社会を支えるエネルギー変換の技術について調べる活動などを通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。」に示されている「ア 電気、運動、熱の特性等の原理・法則と、エネルギー

の変換や伝達等に関わる基礎的な技術の仕組み及び保守点検の必要性について理解すること」では、

「エネルギーの変換、効率及び損失の意味、電気に関わる物性、電気回路及び電磁気の特性、機械に関

わる運動、熱及び流体の特性等のエネルギー変換についての原理・法則と、自然界にあるエネルギー源

から電気エネルギーや力学的エネルギーへの変換方法、電気エネルギーの供給と光、熱、動力、信号等

への変換方法、力学的エネルギーの多様な運動の形態への変換と伝達方法等の基礎的なエネルギー変

換の技術の仕組みと、それを支える共通部品や製品規格等の役割について理解することができるよう

にする。さらに、機器の性能を維持するために、またエネルギーを有効利用するためには、安全で正し

い使用方法を守ることや、保守点検が必要であることについても理解することができるようにする。」

ことをねらいとしている。 

 本題材において、上記のねらいにせまるために使用する学習教材「TECH未来 BASIC」は、東京学芸大

学と東京学芸大こどもみらい研究所の共同研究として開発された教材である。３種類の歯車やプーリ、

軸などを含む 31 種類のパーツが基本セットとしており、直感的な組み立てが可能な学習教材である。

また、「micro:bit対応パーツ」を加えることで、今後、第９学年で履修する内容「Ｄ 情報の技術」に

おいても生徒が継続して使用可能な学習教材である。本教材を使用することで、大小の歯車を使った

「運動の特性や動力伝達の仕組みの理解」、発電モータと歯車の組み合わせを工夫した「ものを持ち上

げるギヤシステムによる動力伝達の活用」、これらの学習を活かした「目的を明確にした電気自動車の

モデルを通じた問題解決への取り組み」など、段階的に学びを構成できる視点からも、本題材のねらい

にせまるための教材としての役割が期待されるものである。 

（３）指導観 

本学年は前期：家庭分野、後期：技術分野を履修する計画としている。また、技術分野については、

３年間を通しての問題解決の難易度を考慮し、第７学年では内容「Ａ 材料と加工の技術」と内容「Ｂ 

生物育成の技術」、第８学年で内容「Ｃ エネルギー変換の技術」と内容「Ｄ 情報の技術」の一部、第

９学年で内容「Ｄ 情報の技術」を学習する指導計画としている。 

内容「Ｃ エネルギー変換の技術」については、生徒観でも述べたように、これまであまり意識して

こなかった電気エネルギーを活用した製品が身の周りに多くあり、これら電化製品に必要とされる電

気を作り出すための発電方法にも、それぞれメリット・デメリットがあることを学習してきた。また今

後、ターゲットを明確にした電気自動車の開発に向けて、特に重要となる歯車の役割について学習を始

めた段階である。 

本時は、歯車の組み合わせによって、力の伝わり方や回転の速さが変わっていくことをハンズオンに

よって理解を深める場面である。前時に、出力軸の速度が速くなる「速さ重視」の歯車の組み合わせに

よるギヤシステムを製作している。本時では、重りに見立てたペットボトルを持ち上げるために、この



基本モデルからどのように歯車の組み合わせを変えたら、「力を重視」したギヤシステムになるのかを

これまでの学習をふまえて気づかせたい。教材準備数から一人ずつの活動も可能であるが、対話や協働

的な学びを重視して２～３人のグループ活動を基本としたい。それぞれがどのような役割を果たした

のかを見とることができるように、ふりかえりの工夫も行いたい。 

 

５．題材の指導計画（全 19時間 本時 7/19） 

時 指導事項 学習活動・学習内容 

〇：評価規準と◇：評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 
２ 
３ 
４ 

C(1) 
ア 
イ 

・社会や身近に存在するエネルギ
ー変換を活用した製品について
知るとともに、背景にある身近
な生活や社会問題に気づき、そ
れらを解決するエネルギー変換
の技術の工夫について考える。 

①エネルギー変換の技術に
ついての科学的な原理・法
則と、エネルギー変換の基
礎的な技術の仕組みを説
明できる。 

◇振り返りフォーム 

⑥エネルギー変換の技術に
込められた工夫を読み取
り、エネルギー変換の技術
の見方・考え方に気づくこ
とができる。 

◇振り返りフォーム 

⑦進んでエネルギー変換の
技術と関わり、主体的に理
解し、技能を身に付けよう
としている。 

◇振り返りフォーム 

５ 
６ 
⑦ 

・自動車のモデルに使われている
様々な技術の仕組みについて知
り、歯車の回転方向と回転数、
力の関係について考える。 

②歯車の回転方向と回転数、
歯数と回転速度の関係に
ついて理解できる。 

◇振り返りフォーム 

③ギヤシステムの組み立て
を通して、歯車の歯数と組
み合わせ、回転速度と回転
力との関係を理解し、説明
できる。 

◇振り返りフォーム 

８ 

・自動車の基本モデルの組み立て
において、これまで学んできた
既習事項を活かすことにより、
歯車などの機構について理解を
深める。 

④自動車の基本モデルの組
み立てを通して、モータ、
歯車、シャーシ、タイヤな
どが果たす役割を理解で
きる。 

◇製作品、振り返りフォーム 

９ 

⑤速さや力強さを求めた自
動車のモデルの組み立て
を通して、ここまで学んで
きたことを活かすことが
できる。 

◇製作品、振り返りフォーム 

10 

C(2) 
イ 

・エネルギー変換の技術を用いて
解決する問題を見つけ、ターゲ
ットを明確にした電気自動車の
モデル製作で解決できる課題を
設定する。 

 

 ⑧身近な生活や社会の中か
らエネルギー変換の技術
と自動車の在り方に関わ
る問題を見出して、課題を
設定できる。 

◇ワークシート 

 

11 

・設定した課題に基づき、解決策
を構想し、回路図や製作図とし
て表す。 

・作業計画を立案する。 

⑨製作・実装に必要な図をか
き表すことができる。 

◇回路図、構想図 

⑩課題の解決策となる自動
車のモデルの構造や電気
回路などを、使用場面など
の条件をふまえて構想し、
使用部品を選択したり、設
計したりすることができ
る。 

◇構想図 
⑪設計に基づく、合理的な解
決作業を決定できる。 

◇作業計画表 

⑫自分なりの新しい考え方
や捉え方によって、解決策
を構想しようとしている。 

◇回路図、構想図、振り返り
フォーム、製作品などを組
み合わせて評価 

12 
13 
14 
15 

C(2) 
ア 
イ 

・安全・適切に製作・実装を行
い、製作品の動作を点検し、必
要に応じて改善・修正する。 

⑬安全・適切に製作・実装す
ることができ、製作品の動
作点検及び、調整などがで
きる。 

◇観察、製作品 

 ⑮自らの問題解決とその過
程を振り返り、よりよいも
のとなるよう改善・修正し
ようとしている。 

◇製作品、完成レポート、振
り返りフォームなどを組
み合わせて評価 

16 
17 

C(2) 
イ 

・完成した製作品について、発表
し、相互評価する。 

 ⑭完成した製作品が、設定し
た課題を解決できるかを
評価するとともに、設計や
製作の過程に対する改善
および修正を考えること
ができる。 

◇完成レポート、振り返りフ
ォーム 

18 
19 

C(3) 
ア 
イ 

・これまでに学習した内容を振り
返る。 

・より安心・安全な社会を構築す
るエネルギー変換の技術の在り
方について話し合い、自分の考
えを発表する。 

⑯これまでの学習と、エネル
ギー変換の技術が安心・安
全な社会の構築に果たす
役割や影響を踏まえ、エネ
ルギー変換の技術の概念
を説明できる。 

◇振り返りフォーム 

⑰より安心・安全な社会の構
築を目指して、エネルギー
変換の技術を評価し、適切
な管理・運用の仕方や、改
良の方向性について提言
できる。 

◇振り返りフォーム 

⑱より安心・安全な社会の構
築に向けて、エネルギー変
換の技術を工夫し創造し
ていこうとしている。 

◇振り返りフォーム 

 



６．本時の学習 

（１）目標 歯車の回転速度と回転力との関係を理解し、「力強さ」を重視したギヤシステムの構成につ

いて、説明することができる。（知識及び技能） 

（２）展開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点（・）と支援（◎） 

導入[１０分] 

１．本時の学習の流れを確認する。 

・これまで学んだことを活かして、おもりに見立てたペ

ットボトルを持ち上げることができる歯車の組み合

わせを考え、「力強さ」を重視したギヤシステムを組

み立てることを知る。 

 

 

 

 

 

展開[３０分] 

２．ペットボトルを持ち上げることができる「力強さ」を

重視したギヤシステムを製作する。 

・「とりあえず、前回と同じものを作ってみよう」 

・「回転速度が速いと力が弱い」 

・「回転速度を遅くすると力が強くなる？」 

・「どの歯車を使えば回転速度が遅くなるのだろう？」 

 ・「どれぐらい遅くすれば良いのだろう？」 

 ・「これで持ち上がるのかな？」 

 

まとめ・振り返り[１０分] 

３．振り返りフォームの記入をする。 

 ・どのような作業を行ったか。 

 ・ペットボトルを持ち上げることができるギヤシステム

のポイントは何か。 

 

４．次時について 

・製品として役に立つものにするためには「力強さ」だ

けでなく、同時に動作速度とのバランスを考え「最適

化」を図る必要がある。 

 

 

・前回の学習の振り返りで出た質問に回答するとともに、

前回の学習（製作したギヤシステム）を想起しやすいよ

うに画像等を提示する。 

◎振り返りで使用する端末の充電切れに備えて、充電ケー

ブルを準備しておく。 

 

 

 

 

 

 

・ペットボトルを持ち上げられていないグループには、「回

転速度が速いと力が弱い」＝「回転速度が遅くなると力

強さが増す」という視点を示す。 

・なかなか作業が進まないグループには、他のグループの

様子を観察するよう促す。 

◎机間指導を行いながら、作業が遅れがちなグループの支

援を行う。 

 

 

・振り返りアンケートフォームを配信する。 

・共有アプリを使って作業内容を共有する。 

 

 

 

（３）評価 

A：十分に満足できると判断される状況 B：おおむね満足できると判断される状況 C：努力を要する状況への手立て 

ギヤシステムの組み立てを通して、歯

車の歯数と組み合わせ、回転速度と回転

力との関係を理解しているので、「回転速

度が遅くなると、回転力が増すこと」に

触れながら、具体的にどの歯車を組み合

わせれば良いか説明することができてい

る。 

ギヤシステムの組み立てを通して、ど

の歯車を組み合わせれば良いか説明でき

る。 

（Ａ評価にするための手立て） 

 なぜそのような組み合わせにすれば良

いか、「回転速度が遅くなると、回転力が

増すこと」に触れるようにアドバイスす

る。 

 歯車の組み合わせによって何が起きて

いるのかを十分に理解できていないの

で、改めて組み合わせる歯車の歯数と回

転速度との関係に注目できるように支援

する。 

 

 今日のめあて  どうすれば、歯車で重いものを持ち上げることができるだろうか？ 

ギヤシステムの組み立てを通して、歯車の歯数と組み

合わせ、回転速度と回転力との関係を理解し、説明で

きる。【評価方法 観察、振り返りフォーム】 

評価の観点（知識・技能） 


